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再生紙を使用しています。

　
新
メ
ン
バ
ー
で
の
広
報
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。町
民
の
皆
さ
ん
が
、更
に
関
心

を
持
っ
て
頂
く
広
報
誌
を
作
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
）

　
広
報
委
員
を
ま
た
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。新
た
な
気
持
ち
で
し
っ
か
り

議
会
状
況
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
山
）

　
議
会
広
報
誌
は
、町
民
の
皆
様
と
議

会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
で
あ
る
こ
と
を
一
番

に
念
頭
に
お
き
頑
張
り
ま
す
。（
木
下
）

　
初
め
て「
議
会
だ
よ
り
」の
編
集
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、今
後
も
皆
様
に
ご
愛
読

頂
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
田
）

　
作
り
手
の
自
己
満
足
に
終
わ
ら
な
い

で
、町
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
向
上
を
考
え

て
い
け
る
な
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
津
）

　
今
回
、広
報
委
員
と
し
て
第
１
回
の
勉

強
会
も
行
い
ま
し
た
。前
任
の
後
に
続

き
、町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
戴
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
春
日
）
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　 員 

春
日
堅
一

発
行
責
任
者
／
議
長

　川
上
國
治

藤
瀨

　修
（
下
六
嘉
）

「
声
」

　
私
は
、
米
・
麦
・
大
豆
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
の
一
人
で

す
。
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
現
在
就
農
17

年
目
で
、
大
好
き
な
嘉
島
町
の
土
地
で
農

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
嘉
島
と
い
え
ば
、
の
ど
か
な
田
園
風
景

及
び
湧
水
地
帯
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の

農
業
者
か
ら
も
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湧
水
は
日
本
名
水
百
選
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
、
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
地
下
水

源
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
嘉
島
町
の
主
幹
作
物
と
し
ま
し
て
、
土

地
利
用
型
の
米
・
麦
・
大
豆
が
あ
り
、
お

米
は
嘉
島
産
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
食
味
品

評
会
日
本
一
、
小
麦
は
全
国
麦
作
共
励
会

準
優
勝
、
大
豆
も
県
内
有
数
の
産
地
と
し

て
高
く
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
ハ
ウ
ス
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
で

も
、
豊
富
な
湧
き
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く

含
ん
だ
土
地
で
、
最
高
品
質
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
洪
水
の
町
と
し
て
水
田
が
一
面

茶
色
く
濁
っ
て
い
ま
し
た
が
、
河
川
改
修

が
済
み
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
農
業

も
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
担
い
手
と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
で
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
嘉
島
町
の
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

「
清
水
湧
き
、
心
ふ
れ
あ
う
嘉
島
町
」
を

理
念
に
、
土
地
・
環
境
・
気
候
風
土
に
恵

ま
れ
た
最
高
の
嘉

島
町
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
町

民
一
人
ひ
と
り

が
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
町
づ
く
り

の
充
実
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま

す
。

傍聴席

議会を見に来ませんか

・ 私たちの町はどんな未来へ向かって進んでいるのか

・ 皆さんが選んだ議員がどんな活動をしているのか　

見ていただくチャンスです。ぜひ、見に来てください！

次の議会は、６月に開催予定です。
【議会の当日、手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。詳しくは議会事務局へ　TEL 096-237-1111（代表）】

傍聴席正副議長就任挨拶・町長挨拶

議員抱負

３月定例会

議会構成

町政のここが聞きたい一般質問（３名）

一部事務組合議会報告等

主な議会活動

「声」

3月定例会
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（北甘木のイチゴ農家）

左から弟・母・本人



議
長
就
任
挨
拶

 
川
上

　國
治

　
平
成
27
年
第
2
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
今

回
２
度
目
の
議
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
事
は
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
今
後
は
、
過
去
４
年
間
の
議
長
経
験
を
活
か
し
、
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な

り
、
「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
」
を
目
指
し
、
町
政
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
民
会
館
や
総
合
運
動
公
園
等
の
完
成
に
よ
り
、
施
設

面
で
は
大
変
充
実
し
、
人
口
も
僅
か
な
が
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
人
口
減
少
が

心
配
さ
れ
る
昨
今
、
更
な
る
定
住
促
進
に
向
け
、
地
方
創
生
の
推
進
に
議
会
と

し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
就
任
挨
拶

 
木
下

　
　徹

　
今
回
、
選
挙
後
の
第
2
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
新
議
会
の
議
員
の
皆
様
の

推
薦
に
よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
責
任
の
重
さ
も
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
川
上
議
長
を
補
佐
し
、
町
執
行
部
と
議
会
と
一
緒
に
な
り
嘉
島
町

の
発
展
の
為
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
、
嘉
島
町
の
益
々
の
発

展
と
共
に
町
民
の
皆
様
の
生
活
向
上
の
為
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
十
一
人
の
議
員
の
皆
様
の
ご
当
選
ま
こ
と

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
　
住
ん
で
よ

か
っ
た
！
水
の
郷
　
嘉
島
」
を
目
指
し
、
議

会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
一
体
と

な
り
、
更
な
る
嘉
島
町
の
発
展
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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①～　の番号は議席番号11

10①
春
日

　堅
一

　
こ
の
度
は
、ご
支
援

頂
き
ま
し
た
皆
様
に

対
し
ま
し
て
深
く
感

謝
申
し
挙
げ
ま
す
。

今
後
は
第
５
次
嘉
島

町
総
合
計
画
の
基
本

理
念
実
現
に
向
け
、

行
政
と
共
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
川
野

　伸
一

　
初
の
定
例
会
が

終
わ
り
慣
れ
な
い

事
ば
か
り
で
す
が
、

活
力
あ
る
田
園
文

化
都
市
の
実
現
へ

向
け
て
頑
張
り
ま

す
。

③
境
野

　隆
文

　
議
員
に
求
め
ら

れ
て
い
る
職
責
を

十
分
に
認
識
し
住

ん
で
よ
か
っ
た
水

の
郷
嘉
島
を
目
指

し
、
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

④
中
津

　芳
春

　
嘉
島
町
の
た
め
、

嘉
島
町
民
の
幸
せ

の
た
め
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
心
を

わ
が
心
と
し
て
全

力
投
球
し
ま
す
。

⑤
森
田

　義
雄

　
教
育
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
策
の

充
実
、
農
業
振
興

な
ど
直
面
す
る
課

題
実
現
の
た
め
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑥
清
﨑

　輝
昭

　
議
員
と
し
て
の

職
務
、
職
責
が
果

た
せ
る
よ
う
努
力

し
、
本
町
の
更
な

る
発
展
の
た
め
執

行
部
と
一
体
と

な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

⑦
宮
本

　睦
生

　
皆
さ
ん
「
伝
え

た
い
」
を
記
憶
し

て
い
ま
す
か
。
私

の
選
挙
公
約
で
す
。

皆
さ
ん
の
意
思
を

誠
心
誠
意
伝
え
て

い
き
ま
す
。

⑧
鍋
田

　
　平

　
皆
様
の
ご
意
見

や
お
考
え
を
町
政

や
議
会
に
反
映
さ

せ
、
安
心
・
安
全

で
住
み
や
す
い
と

実
感
し
て
い
た
だ

く
活
動
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑨
富
山

　
　勝

　
町
、
地
域
の
発

展
に
努
力
し
、
町

民
の
声
を
大
切
に

行
動
し
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
町
づ
く

り
に
頑
張
り
ま
す
。
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園
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と
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お
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ま
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に
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い
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町
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や
総
合
運
動
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園
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完
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施
設

面
で
は
大
変
充
実
し
、
人
口
も
僅
か
な
が
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
人
口
減
少
が

心
配
さ
れ
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昨
今
、
更
な
る
定
住
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進
に
向
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、
地
方
創
生
の
推
進
に
議
会
と

し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
住
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よ
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一
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今
後
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町
執
行
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発
展
の
為
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
、
嘉
島
町
の
益
々
の
発

展
と
共
に
町
民
の
皆
様
の
生
活
向
上
の
為
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
十
一
人
の
議
員
の
皆
様
の
ご
当
選
ま
こ
と

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
　
住
ん
で
よ

か
っ
た
！
水
の
郷
　
嘉
島
」
を
目
指
し
、
議

会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
一
体
と

な
り
、
更
な
る
嘉
島
町
の
発
展
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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、
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

④
中
津

　芳
春

　
嘉
島
町
の
た
め
、

嘉
島
町
民
の
幸
せ

の
た
め
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
心
を

わ
が
心
と
し
て
全

力
投
球
し
ま
す
。

⑤
森
田

　義
雄

　
教
育
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
策
の

充
実
、
農
業
振
興

な
ど
直
面
す
る
課

題
実
現
の
た
め
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑥
清
﨑

　輝
昭

　
議
員
と
し
て
の

職
務
、
職
責
が
果

た
せ
る
よ
う
努
力

し
、
本
町
の
更
な

る
発
展
の
た
め
執

行
部
と
一
体
と

な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

⑦
宮
本

　睦
生

　
皆
さ
ん
「
伝
え

た
い
」
を
記
憶
し

て
い
ま
す
か
。
私

の
選
挙
公
約
で
す
。

皆
さ
ん
の
意
思
を

誠
心
誠
意
伝
え
て

い
き
ま
す
。

⑧
鍋
田

　
　平

　
皆
様
の
ご
意
見

や
お
考
え
を
町
政

や
議
会
に
反
映
さ

せ
、
安
心
・
安
全

で
住
み
や
す
い
と

実
感
し
て
い
た
だ

く
活
動
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑨
富
山

　
　勝

　
町
、
地
域
の
発

展
に
努
力
し
、
町

民
の
声
を
大
切
に

行
動
し
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
町
づ
く

り
に
頑
張
り
ま
す
。
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平成27年　第1回

3月定例会
3月10日～3月13日

　条例改正、議決事件、

補正予算、当初予算等、

34件が提案され、可決し

ました。

　又、陳情１件、同意案

２件についても採択及び

同意されました。

幼
稚
園
の
授
業
料
・
入
園
料
の
上
限
を
定
め
る
。（議
案
第
12
号
）

　
こ
れ
ま
で
、
定
額
だ
っ
た
授
業
料（
月
額
４
千
円
）
入
園
料
（
千
円
）
を
上
限
と
し
、
利
用
者
負
担
額
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
た
め
本
条
例
を
制
定
。

　
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度
当
時
は
介
護

保
険
の
導
入
等
に
よ
り
、
医
療
費
は
微
減
の
傾
向
で
、
基
金
も
充
実
し

て
い
た
た
め
、
運
営
上
は
若
干
の
余
裕
が
あ
り
、
税
率
を
引
き
下
げ
た

が
、
平
成
22
年
度
以
降
は
「
高
額
医
療
等
」
の
増
加
や
「
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
」
へ
の
支
援
金
が
年
々
増
加
し
、
実
質
赤
字
運
営
が

続
き
、
基
金
残
高
も
平
成
21
年
度
末
に
は
２
億
４
千
７
百
万
円
あ
っ
た

が
、
平
成
25
年
度
末
に
は
8
千
万
円
余
り
で
、
基
金
の
枯
渇
が
予
想
さ

れ
、
国
保
の
被
保
険
者
の
税
負
担
を
平
成
27
年
度
か
ら
引
き
上
げ
る
た

め
本
条
例
を
制
定
。

（
約
３
千
万
円
の
税
収
入
増
を
確
保
す
る
た
め
、
国
保
世
帯
の
一
人
当

た
り
約
１
万
３
千
円
の
増
額
）

国
保
被
保
険
者
の
税
負
担
を

平
成
27
年
度
か
ら
引
き
上
げ
（
議
案
第
11
号
）

　
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
同
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
を
支
援
す
る
基
盤
と
す
る
た
め
本

条
例
を
制
定
。

　
更
に
、
現
在
西
小
学
校
敷
地
内
で
運
営
さ
れ

て
い
る
子
育
て
支
援
事
業
（
あ
い
あ
い
）
の
一

部
も
取
り
入
れ
る
。

子
育
て
の
基
礎
の

充
実
を
図
る

（
議
案
第
5
号
）

上
島
芝
原
地
区
（
5
・
3
ha
）の
土
地
区
画
整
理
事

業
を
実
施
す
る
た
め
本
条
例
を
制
定
。

同
意
案
件

嘉
島
町
代
表
監
査
委
員
　
増
岡
　
司
氏（
上
六
嘉
）

嘉
島
町
議
会
選
出
監
査
委
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
﨑
輝
昭
氏（
上
仲
間
）

芝
原
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
を
町
施

行
に
よ
り
事
業
実
施

（
議
案
第
8
号
）

嘉島町子育て支援センター設置条例の制定について
嘉島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について
嘉島町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について
熊本都市計画事業芝原土地区画整理事業施行条例の制定について
嘉島町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について
嘉島町保育所入所児童の費用徴収条例を廃止する条例の制定について
嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町介護保険法に基づく指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に係る入所定員等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について
嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町町道の路線廃止について
嘉島町町道の路線認定について
上益城消防組合規約の一部変更について
平成26年度嘉島町一般会計補正予算（第７号）
平成26年度嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成26年度嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成27年度嘉島町一般会計予算
平成27年度嘉島町国民健康保険特別会計予算
平成27年度嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
平成27年度嘉島町介護保険特別会計予算
平成27年度嘉島町公共下水道事業特別会計予算
平成27年度嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
平成27年度嘉島町簡易水道事業特別会計予算
手話言語法（仮称）制定について国への意見書提出を願う陳情書
嘉島町監査委員の選任に付き同意を求めることについて
嘉島町監査委員の選任に付き同意を求めることについて

5

6

7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
1
1
2

条

　
　
　例

議
決
事
件

補
正
予
算

当
初
予
算

同
意

陳情

議案
番号 内　　　容
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平成27年度予算状況（一般会計・特別会計）
単位：千円

会計名 前年比歳入歳出総額
27年度

歳入歳出総額
26年度

一　般　会　計

特

　
　別

　
　会

　
　計

国民健康保険

住宅資金貸付等

介護保険

公共下水道事業

後期高齢者医療

簡易水道事業

合　　計

4,140,142

1,198,894

373

712,515

358,987

109,436

74,398

6,594,745

3,582,942

1,069,505

351

674,932

557,089

105,760

78,889

6,069,468

557,200

129,389

22

37,583

△198,102

3,676

△4,491

525,277
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3月定例会
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　条例改正、議決事件、

補正予算、当初予算等、

34件が提案され、可決し

ました。

　又、陳情１件、同意案

２件についても採択及び

同意されました。
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稚
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の
授
業
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・
入
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限
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る
。（議
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だ
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４
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に
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国
保
（
国
民
健
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保
険
）
に
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は
、
平
成
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年
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時
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保
険
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よ
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医
療
費
は
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の
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金
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営
上
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り
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率
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げ
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が
、
平
成
22
年
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以
降
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額
医
療
等
」
の
増
加
や
「
後
期
高
齢
者
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療
、
介
護
保
険
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へ
の
支
援
金
が
年
々
増
加
し
、
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字
運
営
が

続
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、
基
金
残
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も
平
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21
年
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７
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が
、
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成
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千
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円
余
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で
、
基
金
の
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予
想
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れ
、
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保
の
被
保
険
者
の
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負
担
を
平
成
27
年
度
か
ら
引
き
上
げ
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た

め
本
条
例
を
制
定
。
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約
３
千
万
円
の
税
収
入
増
を
確
保
す
る
た
め
、
国
保
世
帯
の
一
人
当

た
り
約
１
万
３
千
円
の
増
額
）

国
保
被
保
険
者
の
税
負
担
を

平
成
27
年
度
か
ら
引
き
上
げ
（
議
案
第
11
号
）

　
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
同
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
を
支
援
す
る
基
盤
と
す
る
た
め
本

条
例
を
制
定
。

　
更
に
、
現
在
西
小
学
校
敷
地
内
で
運
営
さ
れ

て
い
る
子
育
て
支
援
事
業
（
あ
い
あ
い
）
の
一

部
も
取
り
入
れ
る
。

子
育
て
の
基
礎
の

充
実
を
図
る

（
議
案
第
5
号
）

上
島
芝
原
地
区
（
5
・
3
ha
）の
土
地
区
画
整
理
事

業
を
実
施
す
る
た
め
本
条
例
を
制
定
。

同
意
案
件

嘉
島
町
代
表
監
査
委
員
　
増
岡
　
司
氏（
上
六
嘉
）

嘉
島
町
議
会
選
出
監
査
委
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
﨑
輝
昭
氏（
上
仲
間
）

芝
原
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
を
町
施

行
に
よ
り
事
業
実
施

（
議
案
第
8
号
）

嘉島町子育て支援センター設置条例の制定について
嘉島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について
嘉島町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について
熊本都市計画事業芝原土地区画整理事業施行条例の制定について
嘉島町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について
嘉島町保育所入所児童の費用徴収条例を廃止する条例の制定について
嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町介護保険法に基づく指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に係る入所定員等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について
嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
嘉島町町道の路線廃止について
嘉島町町道の路線認定について
上益城消防組合規約の一部変更について
平成26年度嘉島町一般会計補正予算（第７号）
平成26年度嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成26年度嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成26年度嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成27年度嘉島町一般会計予算
平成27年度嘉島町国民健康保険特別会計予算
平成27年度嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
平成27年度嘉島町介護保険特別会計予算
平成27年度嘉島町公共下水道事業特別会計予算
平成27年度嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
平成27年度嘉島町簡易水道事業特別会計予算
手話言語法（仮称）制定について国への意見書提出を願う陳情書
嘉島町監査委員の選任に付き同意を求めることについて
嘉島町監査委員の選任に付き同意を求めることについて
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境
野 

隆
文
議
員

答
町
民
課
長

住
民
健
診
に
つ
い
て

問　
本
町
の
一
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
、
１
ヵ
月
平
均

2
5
，
7
2
1
円
と
同
規

模
の
町
村
及
び
県
、
国
の

平
均
よ
り
高
い
。疾
患
別

に
す
る
と
心
疾
患（
４
位
）、

脳
疾
患（
１
位
）と
、外
来

受
診
が
県
内
の
中
で
も
高

い
と
の
報
告
書
が
あ
る
。

（
保
健
事
業
実
施
計
画
書

一
部
抜
粋
）
こ
の
こ
と
か

ら
、
未
然
に
疾
病
を
防
ぐ

た
め
に
は
住
民
健
診
の
受

診
が
絶
対
的
な
要
素
を
含

む
と
思
わ
れ
ま
す
。
上
記

の
件
を
鑑
み
て
２
点
に
つ

い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

　
１
、
住
民
健
診
（
特
定

健
診
）
の
受
診
率
は
何
％

く
ら
い
な
の
か
。
ま
た
、

受
診
率
向
上
の
啓
発
は

行
っ
て
い
る
の
か

　
２
、
心
臓
専
門
・
脳
専

門
の
健
診
受
診
を
さ
れ
た

方
へ
の
費
用
負
担
（
全
額

負
担
又
は
一
部
負
担
）
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の

か

　
住
民
健
診
に
つ
い
て
は

疾
病
の
早
期
発
見
早
期
治

療
に
役
立
て
る
よ
う
実
施

し
、
町
民
の
皆
様
の
現
在

の
健
康
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
、

町
と
し
て
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
健
診
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
基
盤
で
あ
る
健
康

の
維
持
向
上
の
た
め
に
は

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
り
創
る
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、

健
康
づ
く
り
事
業
も
あ
わ

せ
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
住
民
健
診
特
定
健
診
の

受
診
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
39.2
％
、
21
年

48.2
％
、
22
年
49.4
％
、
23
年

49.7
％
、
24
年
50.9
％
と
向
上

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
統
計
で

申
し
ま
す
と
、
嘉
島
町

51.1
％（
県
内
12
位
）、同
規

模
町
村
平
均
40.2
％
（
241
中

42
位
）、
熊
本
県
33.5
％

（
全
国
26
位
）、
国
33.5
％

と
な
っ
て
お
り
、
嘉
島
町

は
比
較
的
受
診
率
の
高
い

町
に
な
り
ま
す
。

　
受
診
率
向
上
の
啓
発
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

世
帯
毎
へ
の
受
診
勧
奨
通

知
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
老
人
会
・
婦
人
会
で

の
広
報
、
申
し
込
み
の
な

い
方
に
再
度
勧
奨
通
知
、

結
果
説
明
会
の
折
次
年
度

の
健
診
の
必
要
性
を
お
話

し
受
診
勧
奨
す
る
な
ど
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
心
臓
専
門
・
脳

専
門
健
診
受
診
者
へ
の
費

用
の
負
担
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
特
定
健
診

の
詳
細
健
診
と
し
て
心
電

図
の
追
加
を
全
員
に
す
る

な
ど
、
国
の
基
準
よ
り
上

乗
せ
し
て
町
負
担
で
実
施

し
て
は
お
り
ま
す
。

　
心
臓
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
助
成
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
費
用
対

効
果
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

常任委員会

一般事務組合

特別委員会
総務常任委員会

◎宮本　睦生
○境野　隆文
　川上　國治
　春日　堅一
　（写真左から）

経済厚生常任委員会

◎鍋田　　平
○清﨑　輝昭
　木下　　徹
　中津　芳春
　（写真左から）

建設常任委員会

◎富山　　勝
○森田　義雄
　川野　伸一
　（写真左から）

　境野　隆文
　川野　伸一

　木下　　徹
　鍋田　　平

　森田　義雄
　春日　堅一

議会運営委員会

◎木下　　徹
○富山　　勝
　鍋田　　平
　宮本　睦生

広報特別委員会

上益城消防組合 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 御船地区衛生施設組合

◎宮本　睦生
○富山　　勝
　木下　　徹
　森田　義雄
　中津　芳春
　春日　堅一

上益城広域連合議会議員

　川上　國治
　清﨑　輝昭

　住
民
健
診
に
つ
い
て

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会） （※主たる所管　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・町民課） （※主たる所管　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　建設課）
（※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業
　　　嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

※嘉島町・御船町・甲佐町
３町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・甲佐町
３町で運営する組合
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境
野 

隆
文
議
員

答
町
民
課
長

住
民
健
診
に
つ
い
て

問　
本
町
の
一
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
、
１
ヵ
月
平
均

2
5
，
7
2
1
円
と
同
規

模
の
町
村
及
び
県
、
国
の

平
均
よ
り
高
い
。疾
患
別

に
す
る
と
心
疾
患（
４
位
）、

脳
疾
患（
１
位
）と
、外
来

受
診
が
県
内
の
中
で
も
高

い
と
の
報
告
書
が
あ
る
。

（
保
健
事
業
実
施
計
画
書

一
部
抜
粋
）
こ
の
こ
と
か

ら
、
未
然
に
疾
病
を
防
ぐ

た
め
に
は
住
民
健
診
の
受

診
が
絶
対
的
な
要
素
を
含

む
と
思
わ
れ
ま
す
。
上
記

の
件
を
鑑
み
て
２
点
に
つ

い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

　
１
、
住
民
健
診
（
特
定

健
診
）
の
受
診
率
は
何
％

く
ら
い
な
の
か
。
ま
た
、

受
診
率
向
上
の
啓
発
は

行
っ
て
い
る
の
か

　
２
、
心
臓
専
門
・
脳
専

門
の
健
診
受
診
を
さ
れ
た

方
へ
の
費
用
負
担
（
全
額

負
担
又
は
一
部
負
担
）
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の

か

　
住
民
健
診
に
つ
い
て
は

疾
病
の
早
期
発
見
早
期
治

療
に
役
立
て
る
よ
う
実
施

し
、
町
民
の
皆
様
の
現
在

の
健
康
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
、

町
と
し
て
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
健
診
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
基
盤
で
あ
る
健
康

の
維
持
向
上
の
た
め
に
は

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
り
創
る
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、

健
康
づ
く
り
事
業
も
あ
わ

せ
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
住
民
健
診
特
定
健
診
の

受
診
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
39.2
％
、
21
年

48.2
％
、
22
年
49.4
％
、
23
年

49.7
％
、
24
年
50.9
％
と
向
上

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
統
計
で

申
し
ま
す
と
、
嘉
島
町

51.1
％（
県
内
12
位
）、同
規

模
町
村
平
均
40.2
％
（
241
中

42
位
）、
熊
本
県
33.5
％

（
全
国
26
位
）、
国
33.5
％

と
な
っ
て
お
り
、
嘉
島
町

は
比
較
的
受
診
率
の
高
い

町
に
な
り
ま
す
。

　
受
診
率
向
上
の
啓
発
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

世
帯
毎
へ
の
受
診
勧
奨
通

知
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
老
人
会
・
婦
人
会
で

の
広
報
、
申
し
込
み
の
な

い
方
に
再
度
勧
奨
通
知
、

結
果
説
明
会
の
折
次
年
度

の
健
診
の
必
要
性
を
お
話

し
受
診
勧
奨
す
る
な
ど
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
心
臓
専
門
・
脳

専
門
健
診
受
診
者
へ
の
費

用
の
負
担
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
特
定
健
診

の
詳
細
健
診
と
し
て
心
電

図
の
追
加
を
全
員
に
す
る

な
ど
、
国
の
基
準
よ
り
上

乗
せ
し
て
町
負
担
で
実
施

し
て
は
お
り
ま
す
。

　
心
臓
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
助
成
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
費
用
対

効
果
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

常任委員会

一般事務組合

特別委員会
総務常任委員会

◎宮本　睦生
○境野　隆文
　川上　國治
　春日　堅一
　（写真左から）

経済厚生常任委員会

◎鍋田　　平
○清﨑　輝昭
　木下　　徹
　中津　芳春
　（写真左から）

建設常任委員会

◎富山　　勝
○森田　義雄
　川野　伸一
　（写真左から）

　境野　隆文
　川野　伸一

　木下　　徹
　鍋田　　平

　森田　義雄
　春日　堅一

議会運営委員会

◎木下　　徹
○富山　　勝
　鍋田　　平
　宮本　睦生

広報特別委員会

上益城消防組合 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 御船地区衛生施設組合

◎宮本　睦生
○富山　　勝
　木下　　徹
　森田　義雄
　中津　芳春
　春日　堅一

上益城広域連合議会議員

　川上　國治
　清﨑　輝昭

　住
民
健
診
に
つ
い
て

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会） （※主たる所管　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・町民課） （※主たる所管　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　建設課）
（※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業
　　　嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

※嘉島町・御船町・甲佐町
３町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・甲佐町
３町で運営する組合
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鍋
田 

　平
議
員

中
津 

芳
春
議
員

答 答
荒
木
町
長

答
社
会
教
育
課
長

答
総
務
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
環
境

の
充
実
に
つ
い
て

問

公
民
会
館
ホ
ー
ル
に
つ

い
て

問

中
学
生
の
自
転
車
通
学

用
レ
ー
ン
設
置
を

問

荒
木
町
長
は
今
後
の
主
要

な
取
り
組
み
と
し
て
「
子

ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充

実
」
を
取
り
組
む
と
掲
げ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
ど
ん
な
取
組
を
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基

本
構
想
の
下
、
子
育
て
世

代
の
支
援
の
た
め
「
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
産
み
育
て
や

す
い
子
育
て
支
援
の
充
実

と
し
て
、
「
つ
ど
い
の
広

場
事
業
」
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
」
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」
「
延
長
保
育
事

業
」
「
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
育
て
に
関
わ

る
関
係
者
に
ご
参
加
い
た

だ
き
「
子
ど
も
子
育
て
会

議
」
を
開
催
し
、
子
ど
も

子
育
て
新
制
度
に
対
応
す

る
た
め
「
嘉
島
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
中
で
す
。

　
今
後
の
主
な
取
組
と
し

て
は
「
嘉
島
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

事
業
は
条
例
制
定
案
と
し

て
も
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

嘉
島
町
の
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
旧
保
健
セ

ン
タ
ー
を
改
修
し
整
備
す

る
も
の
で
す
。
「
つ
ど
い

の
広
場
事
業
」
や
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
な
ど
子
育
て

に
係
る
相
談
や
援
助
、
子

育
て
家
族
の
交
流
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
提
供
や

講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
待
機
児

童
解
消
に
は
保
育
園
の
増

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
嘉
島
保
育

園
に
60
名
定
員
を
増
設
し

ま
し
た
が
、
現
在
13
名
の

待
機
児
童
が
い
る
状
況
で

す
。
平
成
28
年
度
に
90
名

定
員
の
保
育
所
を
開
設
で

き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
」
は
西
小
学
校
内
に

あ
る
施
設
（
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
）
を
耐
震
工
事
と

併
せ
て
改
修
し
、
利
用
人

員
増
に
も
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
充
実
し
て
い
く
予
定

で
す
。
「
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
」
は
、
現
在
、

嘉
島
町
・
御
船
町
・
甲
佐

町
の
共
同
で
「
御
船
み
る

く
病
児
保
育
室
」
と
し
て

御
船
町
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
さ
れ
る
方
の

利
便
性
を
考
慮
し
て
、
熊

本
市
と
の
連
携
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

　
公
民
館
ホ
ー
ル
は
建
設

さ
れ
て
か
ら
経
過
年
数
が

経
ち
老
朽
化
が
進
み
、
現

在
は
「
頭
上
危
険
、
建
物

に
は
近
づ
か
な
い
で
下
さ

い
」
と
い
う
張
り
紙
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
計
画

は　
公
民
館
ホ
ー
ル
は
昭
和

41
年
に
建
設
し
て
以
来
48

年
を
経
過
し
、
か
な
り
老

朽
化
し
危
険
な
状
態
に
あ

り
ま
す
。
今
後
は
ホ
ー
ル

内
に
あ
る
物
品
を
整
理
し
、

早
い
時
期
に
解
体
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
自
転
車
で
通

学
し
て
い
ま
す
が
自
転
車

レ
ー
ン
が
な
い
と
こ
ろ
は

危
険
な
状
況
で
す
。
特
に

ド
ラ
ッ
グ
モ
リ
の
前
か
ら

中
学
校
ま
で
は
道
が
狭
く

大
変
危
険
な
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
自
転
車
専
用

カ
ラ
ー
レ
ー
ン
設
置
を
要

望
し
ま
す
。

　
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
と

な
る
と
、
一
定
の
車
道
幅

を
確
保
し
た
上
で
「
自
転

車
専
用
」
の
道
路
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
区
間
は
そ
の
要
件
に

は
当
て
は
ま
ら
ず
「
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
」
の
設
置

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
学
校
や
保
護
者

な
ど
と
協
議
し
、
ご
指
摘

の
通
学
路
を
含
め
他
の
危

険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
て
、

そ
の
整
備
に
つ
い
て
優
先

順
位
等
を
検
討
し
ま
す
。

答
教
育
長

答
教
育
長

土
曜
授
業
の
実
施
に
つ

い
て
嘉
島
町
教
育
委
員

会
の
判
断
は
？

問

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
現
状
と
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

問

　
県
教
委
は
一
部
の
公
立

小
中
学
校
が
学
校
5
日
制

の
枠
外
で
実
施
し
て
き
た

「
土
曜
授
業
」
に
関
し
、

国
語
や
算
数
な
ど
の
通
常

の
教
科
授
業
も
取
り
入
れ

る
よ
う
促
す
文
書
を
市
町

村
教
委
に
通
知
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。
実
施
の
判

断
は
市
町
村
教
委
に
委
ね

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
嘉

島
町
教
委
の
判
断
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
今
ま
で
は

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
の
機
会
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
「
学
力

向
上
」
の
目
的
が
位
置
づ

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
2
月
24
日
付
け

で
熊
本
県
教
育
長
か
ら
各

市
町
村
教
育
委
員
会
に

「
小
中
学
校
に
お
け
る
土

曜
授
業
の
一
層
の
充
実
に

向
け
て
」
と
い
う
通
知
が

発
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
土
曜
授
業
の

内
容
と
し
て
通
常
の
教
科

等
の
授
業
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も

達
に
土
曜
日
に
お
け
る
充

実
し
た
学
習
機
会
を
提
供

す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
学
校
週
5
日
制

が
社
会
的
に
定
着
し
て
お

り
、
土
曜
日
を
利
用
し
た

稽
古
事
や
学
習
塾
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
、
各

種
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

学
校
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
な
が
ら
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
嘉
島
町
で
は
現
在
、

「
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
」

の
設
立
に
向
け
て
準
備
委

員
会
を
設
置
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け

て
設
立
準
備
を
進
め
、
そ

の
後
「
総
合
型
地
域
ク
ラ

ブ
」
を
設
立
す
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
現
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。
又
　
県
の

方
か
ら
の
通
知
で
平
成
31

年
度
か
ら
小
学
校
の
部
活

動
は
廃
止
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
の
関
連
に

つ
い
て
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25

年
10
月
に
設
立
準
備
委
員

会
を
設
置
し
、
現
在
、
ク

ラ
ブ
設
立
に
向
け
定
期
的

に
会
合
を
開
き
、
昨
年
度

か
ら
そ
れ
ま
で
町
事
業
で

あ
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
設
立
準
備
委
員
会

事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
学
校
部
活
動
と
の

関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
ク
ラ
ブ
と
学
校
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合

型
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
可

能
な
限
り
社
会
体
育
と
し

て
の
受
け
皿
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た

小
学
校
で
の
部
活
動
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、平
成
25
年

度
に
県
が「
運
動
部
活
動

及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
て
、検
討
会
の
後
、提

言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
の
中
で
、小
学
校

の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

は
、社
会
体
育
へ
移
行
す

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

提
言
と
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
す
。県
教
委
の
方
か
ら

各
市
町
村
等
へ
の
提
言
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

指
導
者
の
確
保
の
問
題
。

指
導
者
の
資
質
の
向
上
を

図
る
必
要
性
。児
童
の
送

迎
や
会
費
な
ど
保
護
者
の

負
担
が
増
え
な
い
か
、休

養
日
の
設
定
等
の
意
見
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、基
本
方
針
は
県
か
ら

本
年
度
中
に
示
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。27

年
度
に
、県
よ
り
基
本
方

針
の
説
明
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、十
分
な
説
明

を
受
け
た
あ
と
、学
校
、教

育
委
員
会
、町
も
一
緒
に

な
り
な
が
ら
、児
童
、保
護

者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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鍋
田 

　平
議
員

中
津 

芳
春
議
員

答 答
荒
木
町
長

答
社
会
教
育
課
長

答
総
務
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
環
境

の
充
実
に
つ
い
て

問

公
民
会
館
ホ
ー
ル
に
つ

い
て

問

中
学
生
の
自
転
車
通
学

用
レ
ー
ン
設
置
を

問

荒
木
町
長
は
今
後
の
主
要

な
取
り
組
み
と
し
て
「
子

ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充

実
」
を
取
り
組
む
と
掲
げ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
ど
ん
な
取
組
を
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基

本
構
想
の
下
、
子
育
て
世

代
の
支
援
の
た
め
「
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
産
み
育
て
や

す
い
子
育
て
支
援
の
充
実

と
し
て
、
「
つ
ど
い
の
広

場
事
業
」
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
」
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」
「
延
長
保
育
事

業
」
「
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
育
て
に
関
わ

る
関
係
者
に
ご
参
加
い
た

だ
き
「
子
ど
も
子
育
て
会

議
」
を
開
催
し
、
子
ど
も

子
育
て
新
制
度
に
対
応
す

る
た
め
「
嘉
島
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
中
で
す
。

　
今
後
の
主
な
取
組
と
し

て
は
「
嘉
島
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

事
業
は
条
例
制
定
案
と
し

て
も
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

嘉
島
町
の
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
旧
保
健
セ

ン
タ
ー
を
改
修
し
整
備
す

る
も
の
で
す
。
「
つ
ど
い

の
広
場
事
業
」
や
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
な
ど
子
育
て

に
係
る
相
談
や
援
助
、
子

育
て
家
族
の
交
流
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
提
供
や

講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
待
機
児

童
解
消
に
は
保
育
園
の
増

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
嘉
島
保
育

園
に
60
名
定
員
を
増
設
し

ま
し
た
が
、
現
在
13
名
の

待
機
児
童
が
い
る
状
況
で

す
。
平
成
28
年
度
に
90
名

定
員
の
保
育
所
を
開
設
で

き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
」
は
西
小
学
校
内
に

あ
る
施
設
（
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
）
を
耐
震
工
事
と

併
せ
て
改
修
し
、
利
用
人

員
増
に
も
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
充
実
し
て
い
く
予
定

で
す
。
「
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
」
は
、
現
在
、

嘉
島
町
・
御
船
町
・
甲
佐

町
の
共
同
で
「
御
船
み
る

く
病
児
保
育
室
」
と
し
て

御
船
町
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
さ
れ
る
方
の

利
便
性
を
考
慮
し
て
、
熊

本
市
と
の
連
携
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

　
公
民
館
ホ
ー
ル
は
建
設

さ
れ
て
か
ら
経
過
年
数
が

経
ち
老
朽
化
が
進
み
、
現

在
は
「
頭
上
危
険
、
建
物

に
は
近
づ
か
な
い
で
下
さ

い
」
と
い
う
張
り
紙
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
計
画

は　
公
民
館
ホ
ー
ル
は
昭
和

41
年
に
建
設
し
て
以
来
48

年
を
経
過
し
、
か
な
り
老

朽
化
し
危
険
な
状
態
に
あ

り
ま
す
。
今
後
は
ホ
ー
ル

内
に
あ
る
物
品
を
整
理
し
、

早
い
時
期
に
解
体
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
自
転
車
で
通

学
し
て
い
ま
す
が
自
転
車

レ
ー
ン
が
な
い
と
こ
ろ
は

危
険
な
状
況
で
す
。
特
に

ド
ラ
ッ
グ
モ
リ
の
前
か
ら

中
学
校
ま
で
は
道
が
狭
く

大
変
危
険
な
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
自
転
車
専
用

カ
ラ
ー
レ
ー
ン
設
置
を
要

望
し
ま
す
。

　
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
と

な
る
と
、
一
定
の
車
道
幅

を
確
保
し
た
上
で
「
自
転

車
専
用
」
の
道
路
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
区
間
は
そ
の
要
件
に

は
当
て
は
ま
ら
ず
「
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
」
の
設
置

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
学
校
や
保
護
者

な
ど
と
協
議
し
、
ご
指
摘

の
通
学
路
を
含
め
他
の
危

険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
て
、

そ
の
整
備
に
つ
い
て
優
先

順
位
等
を
検
討
し
ま
す
。

答
教
育
長

答
教
育
長

土
曜
授
業
の
実
施
に
つ

い
て
嘉
島
町
教
育
委
員

会
の
判
断
は
？

問

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
現
状
と
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

問

　
県
教
委
は
一
部
の
公
立

小
中
学
校
が
学
校
5
日
制

の
枠
外
で
実
施
し
て
き
た

「
土
曜
授
業
」
に
関
し
、

国
語
や
算
数
な
ど
の
通
常

の
教
科
授
業
も
取
り
入
れ

る
よ
う
促
す
文
書
を
市
町

村
教
委
に
通
知
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。
実
施
の
判

断
は
市
町
村
教
委
に
委
ね

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
嘉

島
町
教
委
の
判
断
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
今
ま
で
は

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
の
機
会
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
「
学
力

向
上
」
の
目
的
が
位
置
づ

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
2
月
24
日
付
け

で
熊
本
県
教
育
長
か
ら
各

市
町
村
教
育
委
員
会
に

「
小
中
学
校
に
お
け
る
土

曜
授
業
の
一
層
の
充
実
に

向
け
て
」
と
い
う
通
知
が

発
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
土
曜
授
業
の

内
容
と
し
て
通
常
の
教
科

等
の
授
業
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も

達
に
土
曜
日
に
お
け
る
充

実
し
た
学
習
機
会
を
提
供

す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
学
校
週
5
日
制

が
社
会
的
に
定
着
し
て
お

り
、
土
曜
日
を
利
用
し
た

稽
古
事
や
学
習
塾
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
、
各

種
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

学
校
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
な
が
ら
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
嘉
島
町
で
は
現
在
、

「
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
」

の
設
立
に
向
け
て
準
備
委

員
会
を
設
置
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け

て
設
立
準
備
を
進
め
、
そ

の
後
「
総
合
型
地
域
ク
ラ

ブ
」
を
設
立
す
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
現
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。
又
　
県
の

方
か
ら
の
通
知
で
平
成
31

年
度
か
ら
小
学
校
の
部
活

動
は
廃
止
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
の
関
連
に

つ
い
て
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25

年
10
月
に
設
立
準
備
委
員

会
を
設
置
し
、
現
在
、
ク

ラ
ブ
設
立
に
向
け
定
期
的

に
会
合
を
開
き
、
昨
年
度

か
ら
そ
れ
ま
で
町
事
業
で

あ
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
設
立
準
備
委
員
会

事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
学
校
部
活
動
と
の

関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
ク
ラ
ブ
と
学
校
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合

型
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
可

能
な
限
り
社
会
体
育
と
し

て
の
受
け
皿
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た

小
学
校
で
の
部
活
動
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、平
成
25
年

度
に
県
が「
運
動
部
活
動

及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
て
、検
討
会
の
後
、提

言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
の
中
で
、小
学
校

の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

は
、社
会
体
育
へ
移
行
す

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

提
言
と
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
す
。県
教
委
の
方
か
ら

各
市
町
村
等
へ
の
提
言
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

指
導
者
の
確
保
の
問
題
。

指
導
者
の
資
質
の
向
上
を

図
る
必
要
性
。児
童
の
送

迎
や
会
費
な
ど
保
護
者
の

負
担
が
増
え
な
い
か
、休

養
日
の
設
定
等
の
意
見
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、基
本
方
針
は
県
か
ら

本
年
度
中
に
示
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。27

年
度
に
、県
よ
り
基
本
方

針
の
説
明
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、十
分
な
説
明

を
受
け
た
あ
と
、学
校
、教

育
委
員
会
、町
も
一
緒
に

な
り
な
が
ら
、児
童
、保
護

者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

89

嘉島町議会だより第15号一般質問嘉島町議会だより第15号 一般質問



一部事務組合議会報告

上益城消防組合議会 
議会報告 平成27年　第1回　定例議会　（平成27年2月19日開催）

４議案が提案され、原案のとおりに可決されました。         
 ・各町の負担金推移

 町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計

平成26年度負担金 136,109 242,060 172,672 340,920 891,761

平成27年度負担金 131,006 233,262 166,089 334,600 869,443

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議会 
議会報告 平成27年　第１回　定例議会　（平成27年２月13日開催）

２議案が提案され、原案のとおりに可決されました。         
 ・各町の負担金推移

 町　　　名 嘉島町 益城町 西原村 計

平成26年度負担金 81,796 226,955 71,728 380,479

平成27年度負担金 87,325 241,499 76,614 405,438

御船地区衛生施設組合議会 
議会報告 平成27年　第１回　定例議会　（平成27年２月25日開催）

２議案が提案され、原案のとおりに可決されました。         
 ・各町の負担金推移       

 町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計

平成26年度負担金 34,034 51,800 47,605 39,147 172,586

平成27年度負担金 32,955 51,771 46,723 37,546 168,996

上益城広域連合議会 
議会報告 平成27年　第１回　定例議会　（平成27年２月20日開催）

３議案が提案され、原案のとおりに可決されました。         
 また、監査委員の選任２件についても同意されました。         
 

・各町の負担金推移
 町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町

平成26年度負担金 8,724 12,937 10,548 18,788 14,407

平成27年度負担金 8,719 12,947 10,542 18,842 14,333

計

65,404

65,383

月　　日 場　所　等項　　　　　　　　目
２月　１日
２月１３日
２月１８日
２月１８日
２月１９日
２月２０日
２月２３日
２月２５日
２月２５日
３月　１日
３月　２日
３月　４日
３月　５日
３月１０日
　 ～１３日まで
３月１４日
３月１９日
３月２０日
３月２０日
３月２０日
３月２３日
３月２３日～
　　 ４月３０日
３月２４日
４月　９日
４月　９日
４月１０日
４月１５日

御船町合併60周年記念式典（議長）
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合第１回定例会（木下・岡）
例月現金出納検査（川上）
町村議会議長会第65回定期総会（議長）
上益城消防組合第１回定例会（津出・宮本）
上益城広域連合議会定例会（議長・河原副議長）
熊本中央広域事務協議会（議長・木下）
御船地区衛生施設組合議会第１回定例会（住田）
町都市計画審議会（議長・川上・津出）
嘉島町消防出初式
第２回臨時会
議会運営委委員会
嘉島町総合計画審議会（川上・木下・富山・鍋田・宮本）

嘉島町議会平成27年第１回定例会

中学校卒業式（全議員）
嘉島町ごみ問題対策実行委員会（議長）
例月現金出納検査（清﨑）
幼稚園卒園式（全議員）
山都町合併10周年記念式典（議長）
東西小学校卒業式（全議員）

広報特別委員会（第15号・第１回～４回編集会議）

嘉島町農業振興地域整備促進協議会（議長・鍋田）
東西小学校入学式（全議員）
中学校入学式
幼稚園入園式（全議員）
例月現金出納検査（清﨑）

御船町
組合事務所
監査委員室
熊本テルサ
組合事務所
広域連合事務所
甲佐町生涯学習センター
組合会議室
役場２階庁議室
嘉島町体育館
役場議会議場
役場２階庁議室
役場２階大会議室

役場議会議場

嘉島中学校
役場２階大会議室
監査委員室
嘉島幼稚園
山都町
東西小学校

監査委員室

役場３階中会議室
東西小学校
嘉島中学校
嘉島幼稚園
監査委員室

主な議会活動（平成27年2月から平成27年4月まで）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

本
田
金
男
前
議
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
町
村
議
会
議
員

と
し
て
15
年
以
上
在
職
し
功
労

の
あ
っ
た
者
に
対
し
て
全
国
議

長
会
及
び
熊
本
県
議
長
会
よ
り

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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彰
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嘉島町議会だより第15号

再生紙を使用しています。

　
新
メ
ン
バ
ー
で
の
広
報
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。町
民
の
皆
さ
ん
が
、更
に
関
心

を
持
っ
て
頂
く
広
報
誌
を
作
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
）

　
広
報
委
員
を
ま
た
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。新
た
な
気
持
ち
で
し
っ
か
り

議
会
状
況
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
山
）

　
議
会
広
報
誌
は
、町
民
の
皆
様
と
議

会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
で
あ
る
こ
と
を
一
番

に
念
頭
に
お
き
頑
張
り
ま
す
。（
木
下
）

　
初
め
て「
議
会
だ
よ
り
」の
編
集
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、今
後
も
皆
様
に
ご
愛
読

頂
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
田
）

　
作
り
手
の
自
己
満
足
に
終
わ
ら
な
い

で
、町
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
向
上
を
考
え

て
い
け
る
な
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
津
）

　
今
回
、広
報
委
員
と
し
て
第
１
回
の
勉

強
会
も
行
い
ま
し
た
。前
任
の
後
に
続

き
、町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
戴
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
春
日
）

委 

員 

長 

宮
本
睦
生

副
委
員
長 

富
山

　勝

委 

　 員 

木
下

　徹

委 

　 員 

森
田
義
雄

委 

　 員 

中
津
芳
春

委 

　 員 

春
日
堅
一

発
行
責
任
者
／
議
長

　川
上
國
治

藤
瀨

　修
（
下
六
嘉
）

「
声
」

　
私
は
、
米
・
麦
・
大
豆
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
の
一
人
で

す
。
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
現
在
就
農
17

年
目
で
、
大
好
き
な
嘉
島
町
の
土
地
で
農

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
嘉
島
と
い
え
ば
、
の
ど
か
な
田
園
風
景

及
び
湧
水
地
帯
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の

農
業
者
か
ら
も
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湧
水
は
日
本
名
水
百
選
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
、
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
地
下
水

源
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
嘉
島
町
の
主
幹
作
物
と
し
ま
し
て
、
土

地
利
用
型
の
米
・
麦
・
大
豆
が
あ
り
、
お

米
は
嘉
島
産
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
食
味
品

評
会
日
本
一
、
小
麦
は
全
国
麦
作
共
励
会

準
優
勝
、
大
豆
も
県
内
有
数
の
産
地
と
し

て
高
く
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
ハ
ウ
ス
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
で

も
、
豊
富
な
湧
き
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く

含
ん
だ
土
地
で
、
最
高
品
質
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
洪
水
の
町
と
し
て
水
田
が
一
面

茶
色
く
濁
っ
て
い
ま
し
た
が
、
河
川
改
修

が
済
み
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
農
業

も
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
担
い
手
と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
で
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
嘉
島
町
の
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

「
清
水
湧
き
、
心
ふ
れ
あ
う
嘉
島
町
」
を

理
念
に
、
土
地
・
環
境
・
気
候
風
土
に
恵

ま
れ
た
最
高
の
嘉

島
町
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
町

民
一
人
ひ
と
り

が
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
町
づ
く
り

の
充
実
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま

す
。

傍聴席

議会を見に来ませんか

・ 私たちの町はどんな未来へ向かって進んでいるのか

・ 皆さんが選んだ議員がどんな活動をしているのか　

見ていただくチャンスです。ぜひ、見に来てください！

次の議会は、６月に開催予定です。
【議会の当日、手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。詳しくは議会事務局へ　TEL 096-237-1111（代表）】

傍聴席正副議長就任挨拶・町長挨拶

議員抱負

３月定例会

議会構成

町政のここが聞きたい一般質問（３名）

一部事務組合議会報告等

主な議会活動

「声」

3月定例会
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（北甘木のイチゴ農家）

左から弟・母・本人


